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封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
護
展

ー

ー

!
?
y
ク
旦

「
資
本
制
地
代
の
島
民
生
史
」
と
の
関
連
に
お
い
て

1
1

h
H斗

田

浩

之

地
代
形
態
推
轄
の
意
義

い
っ
た
い
、
封
建
地
代
が
支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
登
展
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
封
建

地
代

2
1一
向
か
終
っ
た
後
に
、
プ
ル
ジ
ョ

7
的
強
展
が
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
否
て
あ
る
。

資
本
主
義
は
封
建
批
曾
臼
崩
壊
の
後
に
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
資
本
主
義
形
成
へ
の
プ
ル
ゾ
ョ

7
的
登
展
は
封
建
祉
舎
白
胎
内

て
愛
芽
し
、
モ
れ
に
封
立
し
つ
つ
成
長
し
て
ゆ
く
、
と
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
形
成
の
問
題
は
封
建
駐
舎

に
治
け
る
資
本
主
義
の
登
芽
日
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
護
展
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
封
建
一
世
舎
の
胎
内
て
、
つ
ま
り
、
封
建
地
代
の

支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
後
展
が
す
で
に
開
始
し
て
い
円
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
封
建
一
位
舎
の
ど
う
い
う
構
遣
に
基
づ

い
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
こ
の
小
稿
て
わ
た
し
が
何
ほ
ど
か
朗
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
設
問
て
あ
る
。

こ
り
黙
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
地
代
形
態
推
再
の
分
析
1
1去
月
本
論
第
三
部
第
四
七
章
「
資
本
制
地
代
の
護
生
史
」

l
lは
と
の

よ
う
在
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
白
重
要
な
暗
一
万
を
血
(
え

τい
h
v
o

し
た
が
っ

τ、
マ
ル
ク
ス
心
殺
速
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
て

封
建
地
代
k
フ
ル
ジ
ョ
ア
的
護
艮

第
七
十
四
巻

士

揮
五
盟

九



封
建
地
代
L
C

プ
ル
ジ
ョ
ア
的
費
艮

第
士
十
四
容

七
回

第
五
鵠

Cコ

ゆ
乙
う
。

さ
亡
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
成
立
過
程
は
資
本
制
地
代
の
成
立
過
程
と
し
て
取
扱
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、
同
七
む
ぽ
あ
円
、

マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
制
地
代
の
務
生
史
」
て
分
析
し
亡
い
る
地
代
形
態
の
推
陣
過
程
l

|持
闘
地
代
・
生
産
物
地
代
・
貨
幣
地
代
の
形

態
醇
化
過
科

l
iは
封
建
祉
舎
の
内
部
か
ら
四
日
山
川
す
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
裂
展
の
翠
展
過
程
な
示
す
も
む
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
こ
と
を
ま
ず
は
っ
き
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
己
の
た
め
民
は
、
地
代
形
態
の
推
特
が
何
に
去
づ
い
て
生
ず
る
の
か
を
明

ら
か
忙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
一
つ
心
黙
が
考
慮
さ
れ
う
る
。
第
一
の
黙
は
一
耽
舎
的
生
産
力
の
護
展
で
あ
る
。

マ

ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
陀
書
い
て
い
る
。

「
賦
役
務
働
の
立
脚
黙
は
努
働
の
あ
ら
ゆ
る
枇
曾
的
生
震
諸
力
の
来
援
展
性
で
あ
り
、
努
倒
様
式
そ
の
も
の
の
粗
雑
性
で
あ
る
」
(
資
本
論
第
三

部
事
四
七
草
「
資
本
制
地
代
の
登
生
且
」
第
=
筒
幹
働
地
代
・
青
木
丈
庫
課
⑮
一
一
一
八
頁
・
以
下
本
章
よ
り
の
引
用
は
箭
L
C

頁
歎
の
み
を
示
す
)
。

「
生
涯
物
地
代
は
、
官
接
的
生
産
者
の
よ
り
高
い
文
化
吠
態
を
、
つ
ま
り
、
授
の
好
働
・
お
よ
び
社
曾
↓
般
・
の
よ
む
高
い
褒
展
段
階
を
内
蔵
す

る
」
(
虫
産
物
地
代
・
一
一
一
九
二
O
頁)。

「
努
働
の
社
曾
的
生
産
力
の
一
定
の
護
展
な
L
に
は
こ
う
し
た
時
形
が
い
か
に
毘
議
さ
れ
が
た
い
恥
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
の
も
と
で
失
敗
し
た
こ
号
し

た
時
形
の
種
々
な
る
試
み
に
よ
り
、
こ
の
地
代
の
P

っ
ち
少
く
と
も
園
琉
と
し
て
賢
存
す
る
部
分
を
一
般
的
に
貨
幣
地
代
に
陣
形
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
現

物
地
代
に
泊
コ
戻
り
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
詮
明
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
移
行
困
難
は
、
た
と
え
ば
、
草
命
前
に
フ
ラ
V
J

ス
で
は
貨
幣
地
代
が
従
来
の
諮
形

態
の
残
津
に
よ
っ
て
温
和
、
混
合
さ
れ
て
い
た
こ
止
を
見
れ
ば
わ
か
る
」
(
貨
幣
地
代
・
一
一
二
三
四
頁
)
。

己
む
よ
う
に
、
各
地
代
形
態
は
モ
れ
ぞ
れ
社
合
的
生
産
カ
の
一
定
の
殻
展
段
階
に
照
隠
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
代
形
態
白

推
縛
は
世
合
的
生
産
力
の
一
定
D
登
展
に
よ
っ

τは
じ
め

τ生
じ
う
る
。

第
二
の
黙
は
商
品
経
済
む
稜
展
て
あ
る
。
こ
り
黙
に
閲
し
て
、

マ
ル
グ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
o



「
そ
白
純
梓
性
に
お
け
る
こ
の
生
産
物
地
代
は
、
さ
ら
に
護
展
し
た
生
産
諸
段
式
お
よ
び
生
産
諾
関
係
に
も
断
片
的
に
根
を
残
し
う
る
と
は
い
え
、

相
棚
田
ら
ず
自
然
橿
演
を
、
ず
な
わ
ち
、
経
管
諸
傑
件
の
全
部
ま
た
は
最
大
部
分
が
程
笹
そ
の
も
の

σ生
み
だ
吉
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
前
提
と
す
る
」

(
生
産
物
地
代
・
一
一
一
一
O

一
E
Y

「
ま
ず
散
在
的
に
行
わ
れ
、
つ
い
で
は
多
か
れ
少
か
れ
園
民
的
規
模
で
行
わ
れ
る
生
建
物
地
代
目
貨
幣
泊
代
へ
の
陣
形
は
、
商
業
、
都
市
工
業
、
商

品
生
産
一
般
白
、
し
た
が
っ
て
貨
幣
流
通
町
一
、

7
て
う
著
し
い
致
隈
を
前
提
と
す
る
」
(
貨
幣
地
代
・
二
ニ
=
一
頁
)
。

引
用
文
か

b
明
ら
か
な
上
う

r、
現
物
(
弊
働
・
生
産
物
)
地
代
の
貨
幣
地
代
へ
の
推
碍
は
商
品
経
済
の
一
定
の
登
展
を
前
提
と
す

る
。
自
然
経
済
か
ら
商
品
経
済
へ
の
部
長
な
く
し
で
現
物
拍
代
か

b
貨
幣
地
代
へ
の
推
締
は
行
わ
れ
え
友
H
。
し
た
が
っ
て
、
地
代

形
態
の
推
縛
は
祉
曾
的
生
産
力
と
商
品
経
済

1
1勿
論
、
雨
者
は
相
互
媒
介
的
に
護
展
す
る

l
lの
一
定
白
殻
展
に
も
正
づ
い

τの
み

行
わ
れ
る
、
と
一
青
う
己
と
が
て
き
る
。

し
か
し
左
が

b
、
こ
己
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
代
の
形
態
特
化
は
な
ん

b
地
代
1
I
1
マ
ル
ク
ス
が
本
源
的
地
代
形
態
と
よ
び
、

吾
々
が
封
建
的
代
と
よ
び
慣
わ
し
て
い
る
も
の
J

ー
ー
の
本
質
を
同
型
化
さ
せ
る
も
の
ぞ
在
い
と
と
で
あ
る
。
こ
の
己
と
を
マ
ル
ク
ス
は
次

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
勢
働
地
代
の
生
産
物
地
代
へ
の
輔
副
市
は
、
経
済
堕
的
に
い
え
ば
、
地
代
白
太
宜
を
な
ん
ら
縫
他
さ
せ
な
い
u

地
代
の
本
質
は
、
こ
こ
で
考
察
す
る

諸
形
態
で
は
、
地
代
は
剰
齢
債
値
ま
た
は
剰
齢
生
産
物
の
唯
一
の
支
配
的
で
豆
常
的
た
形
静
売
と
い
う
訴
に
あ
る
」
(
生
産
物
地
代
・
一
一
一
九
頁
)
。

「
そ
白
純
粋
な
形
態
で
は
、
こ
の
地
代
は
、
勢
倒
地
代
お
よ
び
生
産
物
地
代
主
同
じ
く
、
利
調
を
こ
え
る
何
ら
め
超
描
分
も
表
示
し
な
い
」
(
貨
幣

却
代
・
一
一
三
四
頁
)
。

こ
れ
か
ら
朋

b
か
な
よ
う
に
、
地
代
形
態
の
推
特
過
程
は
、
世
合
的
生
産
刀
と
商
品
経
済
心
強
展
に
基
づ
い
て
生
日
す
る
と
は
い
え
、
制

建
地
代
り
ー
本
質
の
嬰
化
と
し
て
読
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
祉
曾
的
生
産
力
と
商
品
経
済
の
澄
展
と
を
封
建
的
搾
取
闘

封
建
地
代
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
設
展

第
七
十
四
巻

二
七
五

第
王
銃



封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
強
畏

第
七
十
四
岱

F

七
六

第
五
按

係
の
な
か
に
位
鯖
し
、
吸
牧
す
る
も
の
と
考
え
る
f

へ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
地
代
形
態
心
推
轄
を
ひ
き
治
己
す
限
り
で
は
、
一
世
合
的
生
産
力
と
商
品
経
済
の
登
展
は
封
建
地
代
敬
取
の
仕
方
の
境

佑
、
す
な
わ
ち
、
封
建
的
土
地
所
有
の
内
部
構
造
白
縫
化
を
ひ
き
治
こ
し
て
い
る
に
す
ぎ
友
い
。
選

K
、
そ
れ
ら
の
発
展
に
よ
っ
て
ひ

き
治
こ
さ
れ
た
封
建
的
土
地
所
有
白
構
造
縛
換
が
地
代
形
態
の
一
推
碍
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
地
代
形
態
の
推
縛
過
程
そ
の
も
の
は
プ
ル
ジ
ョ
マ
的
後
展
の
用
車
展
過
程
を
一
万
す
も
の
で
た
く
、
封
建
的
土
地
所
有
の
構
遁
韓
換

の
一
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
モ
白
意
味
て
、
各
地
代
形
態
は
封
建
祉
舎
の
登
展
・
崩
壊
の
段
階
を
示
す
徴
標
て
あ
り
、
そ
の
段
階
に

治
け
る
封
建
社
舎
の
門
郁
構
鎧
の
採
集
的
表
現
で
あ
る
、
と
言
う
己
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
封
建
地
代
の
支
配
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
封
建
批
曾
白
内
部
に
プ
ル
ジ
ョ

7
的
護
展
が
お
こ
左
わ
れ
な
い
己
と

を
意
味
す
る
の
で
は
友
h
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
後
展
は
封
建
祉
舎
の
内
部
か
ら
後
出
し
て
い
る
の
て
あ
づ
て
、
し
た
が
っ
て
封
建
祉
舎
の

内
部
に
お
い
亡
す
て
に
フ
ル
チ
ョ

7
的
澄
展
と
封
建
的
諮
闘
係
と
が
相
封
抗
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
モ
の
ぼ
あ

い
、
封
建
地
代
が
支
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
者
が
支
配
的
在
地
位
に
あ
る
己
と
を
意
味
し

τい
る
白
で
あ
る
。

以
一
よ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
代
形
態
白
推
特
過
程
自
慢
心
分
析
に
工
つ
て
は
、
封
建
祉
品
聞
の
内
部
か
ら
褒
出
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
登
展
は
明

b
か
に
な
ら
た
い
ド
。
逆
に
、
封
建
地
代
陀
封
立
す
る
別
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。

凶
静
岡
士
章
「
資
本
制
地
代
の
褒
止
且
」
は
、
封
建
地
代
四
本
質
抱
撞
ー
と
い
う
問
題
と
資
本
制
地
代
の
費
生
見
'
と
い
う
問
題
り
ニ
つ
の
問
題
を
ふ
〈

ん
で
い
る
。
わ
た
し
が
こ
と
で
左
り
あ
げ
工
う
刊
と
す
る
の
は
主
と
し
て
後
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
後
者
の
忠
賓
な
紹
介
で
は
な
い
。



封
建
祉
舎
の
墓
本
矛
盾

封
建
的
諸
関
係
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
後
民
と
り
封
抗
閥
係
が
何
に
基
づ
H
て
生
ず
る
か
を
明
b
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
モ
白

た
め
に
は
、
封
建
的
経
済
構
造
の
分
析
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
h
。

あ
る
祉
曾
経
済
構
遣
む
一
呑
奥

ω秘
密
は
「
生
産
諸
保
件
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
D
直
接
的
関
係
」
(
労
働
地
代
・
一
一
一

E
頁
)

に
h
f
い
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
己

ω閥
係
に
基
づ
い
て
「
不
抑
剰
飴
弊
働
が
直
接
的
生
産
者
か
ら
汲
み
だ
さ
れ
る
濁
白
的
な
経
済
的
形

態
」
(
同
上
)
が
奥
え
ら
れ
る
。
封
建
祉
曾
の
最
も
端
緒
的
た
弊
働
地
代
段
階
に
つ
い

τ、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
関
係
を
叙
越
の
官
頭
に
お

い
て
女
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
「
潜
働
地
代

ωば
あ
い
に
は
、
直
接
的
生
産
者
が
週
の
一
部
分
ぞ
は
、
事
賢
的
ま
た
は
法
律
的
に

彼
に
属
す
る
勢
働
用
具
を
も
ワ

τ、
事
質
的
に
彼
に
属
す
る
土
地
を
耕
し
、
週
の
残
り
D
日
を
地
主
の
領
地
て
地
主
の
た
め
に
無
償
て

弊
倒
す
る
」
(
労
働
地
代
・
一
一
一
一
一
買
)
と
。
己
の
関
係
が
封
建
地
代
の
汲
み
だ
さ
れ
る
基
礎
て
あ
る
。
乙
の
基
礎
は
、
弊
働
地
代
が
生

産
物
地
代
・
貨
幣
地
代
に
轄
形
し
て
も
、
本
質
的
な
同
盟
佑
は
在
同
。

古
て
、
地
主
と
農
民
と
の
こ
の
関
係
て
最
も
重
要
な
己
と
は
、
直
接
的
生
産
者
た
る
農
民
が
事
質
上
彼
に
属
す
る
土
地
て
農
耕
に
従

事
ず
る
己
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
的
生
産
者
主
土
地
に
二
重
り
仕
方
て
関
連
さ
せ
る
己
と
を
意
味
す
る
。

第
一
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
生
産
者
は
「
自
分
の
弊
働
D
賀
現
の
た
め
及
び
自
分
白
生
活
維
持
手
段
の
生
産
白
た
め
に

必
要
な
勢
働
除
件
」
の
「
占
有
者
」
日
「
事
宜
上
白
所
有
者
」
と
し
て
規
れ
る
(
労
働
地
代
吋
一
二
三

i
四
頁
参
照
)
。
し
た
が
っ

τ、

己
己
て
は
直
接
的
生
費
者

ι生
産
手
段
と
の
直
接
的
結
合
が
行
わ
れ
て
h
る
。
モ
し
て
、
直
接
的
生
産
者
が
土
地
主
占
有
す
る
こ
と
が

自
分
自
身
の
持
働

ω
生
産
物
を
所
有
す
る
た
め
白
保
件
て
あ
り
、
彼
は
つ
ね
に
自
介
の
生
活
資
料
を
自
分
自
身
て
濁
立
に
個
別
分
半
し

封
建
地
代
と
フ
λ

ジ
ョ
ア
的
致
展

第
b
十
四
巻

二
七
七

第
王
競



封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
可
ア
的
褒
艮

第
七
十
四
巻

七
l¥. 

第
王
軍

四

た
弊
働
者
と
し
て
自
分
の
家
族
と
と
も
に
生
産
し
在
け
れ
ば
伝
ら
な
い
(
分
益
経
静
と
農
民
的
分
割
地
所
有
一
一
三
六
頁
参
照
)

O

彼
は
小
経
皆
と
い
う
生
産
様
式
に
基
づ
い
て
「
自
分
の
農
耕
、
な
b
び
に
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
農
村
口
家
庭
的
L
業
主
自
立
し
て
皆

む
」
(
静
働
地
代
・
↓
二
凹
頁
)
。
こ
こ
に
3

封

建

的

生

産

様

式

の

基

底

た

る

「

小

農

民

経

瞥

」

が

輿

え

b

れ
る
。

つ
ま
目
、

E
0
5
0
出
P
Z
自
主
H
P
F
P
P

第
一
一
に
、
直
接
的
生
産
者
が
土
地
の
事
賃
上
の
所
有
者
ゼ
あ
る
乙
と
は
、
彼
が
土
地
の
完
全
な
所
有
機
を
も
た
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
ω

す
な
わ
ち
、
直
接
的
生
産
者
が
土
地
の
高
賃
上
の
所
有
者
日
町
民
間
日
開
。
己
ロ

E
R
て
あ
る
か
ぎ
り
に
ゐ
い
て
、
地
主
は
そ
の
土
地

の
名
目
上
白
所
有
者

M
O
t
2
2
m
g
E
5
2
と
し
て
現
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
所
有
権
が
身
分
自
上
下
に
隠
じ
て
上
級
と

下
級
に
陪
腎
づ
け
ら
れ
、
分
割
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
土
地
所
有
様
の
こ
の
よ
う
な
身
分
的
分
割
が
封
建
的
土
地
所
有
の
基
本
内
争

を
な
し
て
い
る
。
封
建
枇
舎
に
お
け
る
と
の
土
地
所
有
関
係
主
「
身
分
的
土
地
所
省
」
と
よ
ぼ
う
。
そ
こ
て
は
、
地
主
は
、
名
目
上
の

土
地
所
有
者
て
あ
る
と
は
い
え
上
級
所
有
権
者
と
し
て
、
伎
の
土
地
を
「
他
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
|
|
直
接
的
生
産
者
に
封

し
て
自
立
化
し
土
地
所
有
者
K
沿
い
て
人
格
化
さ
れ
た
|
|
弊
働
僚
件
」

(
生
産
物
地
代
・
一
一
一
九
頁
)

と
し
て
直
接
的
生
産
者
に
封

置
せ
し
め
る
己
と
が
て
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
生
産
者
は
土
地
に
謝
し
て
自
分

ωも
ωと
し

τ闘
係
ず
る
己
と
が
で

さ
ず
、
地
主
に
人
格
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
地
主
と
の
支
配
隷
属
関
係
に
入
る
己
と
に
よ
ワ

τり
み
閥
係
す
る
己
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
土
地
に
封
す
る
物
的
な
支
配
の
関
係
が
人
聞
に
封
ず
る
人
格
的
な
支
配

ω一
関
係
に
醇
化
さ
れ
h
u
o

か
く
し
て
、
彼
は
土
地
の

附
属
物
と
し
て
土
地
に
緊
縛
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
生
産
者
は
身
分
的
土
地
所
有
に
恭
づ
く
封
建
的
な
支
配
隷

属
闘
係
に
お
け
る
非
自
由
者
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
直
接
的
生
産
者
が
生
産
手
段
の
草
山
賃
上
の
所
有
者
て
あ
る
こ
と
は
、

一
方
で
、
彼
に
小
農
民
経
営
を
可
能
な
ら



し
め
る
と
同
時
に
、
他
万
て
、
彼
は
身
分
的
土
地
所
有
に
基
づ
く
支
阻
隷
属
関
係
に
治
加
て
人
格
的
に
隷
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意

味
ず
る
。
と
こ
ろ
で
、
直
接
的
生
産
者
心
土
地
に
釣
す
る
こ
の
よ
う
な
闘
係
D
仕
方
に
よ
っ

τ、
封
建
的
経
済
構
造
が
構
成
さ
れ
、
地

主
に
よ
る
封
建
地
代
の
詐
取
り
基
備
艇
件
が
興
え

b
れ
る
こ
と

K
な
る
。
す
な
わ
ち
、

己
う
で
あ
る
。

直
接
的
生
産
者
は
事
寅
上
白
土
地
所
有
者
と
し
て
小
農
民
経
瞥
を
い
と
な
む
。
す
な
わ
ち
、
伎
は
白
皆
農
民
自
民
臣
官
官
百
問
自
民

と
し
て
自
立
し
て
勢
働
し
、
生
産
し
て
悼
る
が
、
己
の
「
自
立
性
」
凹

op与
量
己
困
問
r
m
w
H
け
こ
そ
封
建
的
生
産
様
式
士
特
徴
づ
け
る
も
の

で
あ
ふ
。
己

ω
自
立
性
を
も
ワ
た
農
民
の
生
産
(
小
農
民
経
皆
に
よ
る
自
立
的
生
産
)
を
「
自
立
的
農
民
生
産
」
と
よ
ぷ
な
b
品
、
以

「
自
立
的
農
民
生
産
」
は
封
建
的
経
済
構
造
の
一
つ
り
側
函
を
な
し
て
い
る
。

と
と
る
て
、
こ
り
よ
う
に
農
民
は
閏
瞥
農
民
と
し
て
、
「
白
立
的
農
民
生
産
」
を
皆
ん
て
い
る
か
ら
、
農
民
自
身
の
場
働
力
の
再
生

産
は
商
品
交
換
に
入
り
こ
ま
な
い
。
モ
れ
ゆ
え
、
そ
の
刑
録
勢
働
山
徴
収
も
商
品
交
換
日
債
値
法
則
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
え
な
い
。
し

た
が
づ
て
、
地
主
に
よ
る
封
建
地
代
の
徴
牧
は
「
経
済
外
的
強
制
」

K
ょ
っ

τ
の
み
可
能
と
な
る
。

ム
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
経
済
外
的
強
制
し
は
「
身
分
的

土
地
所
有
」
に
基
づ
く
支
配
隷
属
関
係
に
よ
づ
て
必
然
化
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
主
は
「
身
分
的
土
地
所
有
」
に
基
づ
い
て
経
済
外
的

強
制
を
行
使
し
、
刑
徐
勢
働
を
徴
収
す
る
わ
け
ゼ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
治
い
て
、

「
身
分
的
土
地
所
有
」
は
、

「
努
働
力
白
所

有
者
を
し
て
、
彼
自
身
の
不
可
快
的
欲
望
の
充
足
に
必
要
な
程
度
以
上
に
、
と
の
勢
働
力
を
使
い
、
働
か
せ
る
こ
と
を
飴
儀
な
く
さ
せ

封
建
的
土
地
所
有
の
根
幹
と
在
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

る
所
有
闘
係
」
(
時
倒
地
代
・
一
一
一
六
頁
)

と
し
て
、

「
身
分
的
土
地
所

有
」
は
封
建
地
代
牧
取
の
某
礎
で
め
っ
て
、
封
建
的
経
済
構
迫
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
形
成
し
て
い
る
。

か
〈
の
ご
と
く
、
封
建
制
経
済
の
恭
本
構
造
は
こ
の
二
つ
の
側
面
に
よ
づ
て
構
成
さ
れ
る
。
雨
者
は
た
が
い
に
他
を
前
提
し
、
相
互

依
存
の
関
係
に
あ
る
こ
と
以
ょ
の
如
く
て
あ
る
が
、
同
時
に
、
二
者
闘
守
的
な
閥
係
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
決
の
如
く
だ
か

b
て
あ
る
。

封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
『
ア
的
整
民

第
七
十
四
巻

七
ブし

第
五
焼

五



封
建
地
代
ー
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
同
護
展

第
七
十
四
巻

l¥. 
O 

第
五
盟

大

ま
ず
、
農
民
心
事
賃
上
所
有
し
て
い
る
土
地
の
上
て
管
ま
れ
る
目
立
的
農
民
生
産
は
、
そ
の
自
立
性
に
よ
っ
て
、
自
己
白
附
労
働
力
の

生
産
位
を
高
め
る
た
め
の
主
慌
的
た
契
機
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
、
正
の
た
め
の
封
建
地
代
の
高
吉
は
「
規
律
と
秩
序
」
に
よ

っ
て
固
定
化
し
、
不
劇
団
量
と
怠
っ
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
る
の
に
反
し
て
、
直
接
的
生
産
者
自
身
が
自
由
に
し
う
る
弊
働
日
の
生
産
性
は
、

可
獲
量
て
あ
り
、
紋
白
経
験
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
殺
の
お
ぼ
え
た
新
し
い
欲
望
・
彼
の
生
産
物
の
た
め
の
市
場
白
搬
犬
・
彼
が
自
分
の

弊
働
力
主
自
由
に
し
う
る
保
詮
の
増
大
・
等
々
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
稜
展
ナ
る
可
能
性
を
奥
え
ら
れ
て
い
る
(
勢
倒
地
代
・
一
一
一
凡

九
頁
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
附
官
働
地
代
の
下
で
さ
え
、
農
奴
の
側
に
「
財
産
沿
よ
び
宮
の
商
立
的
登
展
が
生
じ
う
る
」
(
場
働
地
代
・
一

二
七
頁
)
。
そ
し
て
、
農
民
の
側
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
弊
働
生
産
性
心
後
民
は
必
然
的
に
農
民
生
産
の
目
立
性
を
増
大
寸
し
め
る
。

己
の
申
立
性
の
増
大
と
と
も
に
、
農
民
は
「
事
賃
上
白
土
地
所
有
」
を
前
進
せ
し
め
、
そ
の
己
と
に
工
っ
て
、
被
は
向
自
分
向
身
を
解
放

す
る
可
能
性
を
つ
〈
り
だ
し
て
〈
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
立
的
農
民
生
産
が
農
民
の
土
地
占
有
権
の
唄
化
に
よ
っ
て
身
分
的
土
品
川
所
有

を
隣
国
棄
す
る
方
向
に
歩
む
と
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
つ
で
、
自
立
的
農
民
生
産
の
殻
展
は
身
分
的
土
地
所
有
の
否
定
と
し
て
現
わ
れ

て
〈
る
。

し
か
し
、
身
分
的
土
地
所
有
は
こ
の
よ
う
な
自
立
的
農
民
生
産
の
後
展
に
封
す
る
制
限
で
あ
る
。
地
王
は
身
分
的
土
地
所
有
に
基
づ

〈
経
済
外
的
強
制
に
工
づ
て
農
民
か
ら
封
建
地
代
を
搾
取
す
る
。
そ
し
て
、
己
の
地
代
は
慌
に
み
た
よ
う
に
「
剰
儀
静
働
の
唯
一
の
支

限
的

f
E常
的
た
形
態
」

ιし
て
表
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
農
民
白
金
剰
飴
野
働
白
吸
収
を
志
向
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
分
的
土

地
所
有
の
論
理
は
自
立
的
農
民
生
産
を
し
て
農
民
白
必
要
務
働
部
分
に
と
ど
ま
ら
し
め
る
べ
く
貫
か
れ
、
か
く
し
て
、
そ
れ
は
農
民
生

産
に
自
立
性
を
興
え
つ
つ
、
そ
の
自
立
性
心
強
展
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
主
う
に
、
「
自
立
的
農
民
生
産
」
と
「
身
分
的
土
地

所
有
」
は
た
が
い

K
依
存
し
つ
つ
、
矛
盾
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
封
建
的
経
済
構
遣
は
雨
者
の
一
一
者
闘
争
的
性
格
を
含
む
統
一



担
問
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
目
立
的
農
民
生
産
」
と
「
身
分
的
土
地
所
有
」
は
封
建
的
経
済
構
造
の
一
基
本
矛
盾
の
相
針
立
す
る
こ
っ
の
基
本
的
側

面
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
雨
者
の
野
立
が
封
建
此
曾
の
基
本
矛
盾
に
ほ
か
な

b
な
い
。
と
の
よ
う
な
封
建
位
舎
の
基

本
矛
盾
を
資
本
制
批
舎
に
治
け
る
「
生
産
D
吐
合
的
佐
賀
と
占
有
の
私
的
性
質
と
の
矛
盾
」
に
針
隠
さ
せ
て
表
現
す
る
を
ら
は
、
そ
の

か
く
し

τ

矛
盾
は
「
生
産
の
自
立
的
性
質
と
所
有
の
身
介
的
性
質
と
の
矛
盾
」
と
言
い
う
る
ぞ
あ
ろ
う
υ

以
上
の
ご
と
き
封
建
枇
舎
の
恭
木
矛
盾
に
基
づ
い
て
、
封
建
的
諸
関
係
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
護
展
と
の
針
杭
闘
係
が
生
ず
る
の
で
あ
る

が
、
己
の
封
抗
闘
係
は
ど
の
よ
う
栓
形
て
具
開
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
己
て
、
わ
た
し
は
「
萌
芽
的
利
潤
」
と
い
う
要
因
を
指

摘
し
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
民
の
側
に
宮
の
自
立
的
愛
展
な
い
し
は
弊
働
生
産
性
の
向
上
が
生
ず
る
と
、
農
民
の
も
と
に
は
地
主
へ
の
地
代
部
分
と
農
民
の
必

要
勢
働
部
分
と
の
総
和
以
上
に
て
る
超
過
分
が
生
ず
る
。
そ
の
ば
あ
い
、
封
建
的
諸
閥
係
が
不
餐
て
、
地
代
が
固
定
さ
れ
て
い
る
な

ら
ば
、
農
民
の
手
元
に
自
己
の
務
働
力
の
再
生
産
に
必
要
、
志
野
賃
部
分
を
こ
え
る
超
過
分

1
1
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
「
費
木
削
生
産
様

式
の
下
ゼ
は
利
潤
と
し
て
現
象
す
る
も
の
の
萌
芽
」
左
い
し
は
「
萌
芽
的
利
潤
」

O
B
g〕
E
E
z
n
r耳
目
。

E
と
よ
ん
て
い
る
l
1ー
が
生

ず
る
こ
と
に
な
る
。
と
の
ぼ
あ
加
に
は
、
農
民
は
「
萌
芽
的
利
潤
」
に
よ
っ
て
同
分
自
身
の
欣
態
を
改
善
し
、
宮
裕
に
た
り
、
生
産
力

を
護
展
せ
し
め
、
そ
う
す
る
こ
と
に
上
っ
て
自
立
性
の
増
大
を
判
明
く
己
と
が
ぞ
き
る
ゼ
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
加
芽
的
利
潤
の
生
成
は
封
建
地
代
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
封
建
地
代
が
「
剰
徐
州
骨
働
の
唯
一
の
支
配
的
て

E
常
的
、
夜
形

態
」
ぞ
あ
る
と
い
ろ
心
も
、
封
建
地
代
が
蔚
芽
的
利
潤
の
制
限
と
し
ず
現
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
封
建
地
代
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
蔚
芽
的
利
潤
白
存
在
が
否
定
さ
れ
る
己
と
を
意
味
す
る
白
ぞ
は
な
く
、
封
建
地
代
が
蔚
芽
的
利
潤
白
大
き
さ
の
み
た

封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
強
艮

第
七
十
四
巻

ノ1

第
五
弦

七



封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
愛
展

第
七
十
凶
器

j又

第
五
弦

i¥. 

ら
ず
モ
の
定
在
さ
へ
を
も
規
定
ナ
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
己
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
の
黙
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
衣

白
よ
う
に
語
ヲ
て
い
る
υ

「
地
代
は
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
剰
飴
勢
働
の
正
常
な
・
い
っ
さ
い
を
民
政
す
る
・
い
わ
ば
王
営
な
・
形
態
で
あ
っ
て
、
利
潤
を
こ
え
る
超
遁
分
だ
な

ど
と
は
と
ん
で
も
な
い
乙
と
で
あ
の
、
か
h
t
る
利
潤
巴
大
会
さ
の
み
な
ら
ず
官
在
す
ら
も
、
そ
の
他
の
事
情
が
同
等
な
ら
ば
、
地
代
・
す
な
わ
ち
所
有

者
む
た
め
に
強
制
的
に
提
供
さ
れ
る
べ
骨
剰
融
努
働
・
の
大
き
さ
に
依
存
す
る
L

(

野
側
地
代
・
一
一
一
士
頁
)
。

日
利
潤
が

l
i誤
っ
た
先
走
り
で
は
あ
る
が
、
必
要
務
一
働
を
こ
え
る
彼
の
務
働
の
超
過
分
の
う
ち
彼
自
身
が
取
得
す
る
分
敷
部
分
を
詞
潤
と
名
つ
け

る
な
ら
ば

1
i生
産
物
地
代
を
規
出
仕
す
る
の
で
は
な
く
、
利
潤
は
む
し
ろ
生
産
物
地
代
の
背
後
で
成
長
す
る
白
で
島
り
、
利
潤
の
自
然
的
限
界
は
生
産

物
地
代
む
大
き
さ
に
あ
る
」
(
生
産
物
地
代
・
一
一
二
二
頁
)
。

「
利
潤
が
事
質
酌
に
超
描
勢
働
の
一
特
殊
的
部
分
と

L
て
貨
幣
地
代
の
ほ
b
に
援
生
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
貨
幣
地
代
は
、
従
来
。
諾
形
態
で
の
地
代

と
同
じ
〈
、
な
お
常
に
、
こ
の
前
穿
的
利
潤
|
|
こ
れ
は
、
自
己
の
超
括
勢
働
白
で
あ
る
b
他
人
目
安
励
む
で
あ
る
か
を
と
わ
ず
、
貨
幣
地
代
で
表
一
目

さ
れ
る
剰
訟
勢
働
を
給
付
し
た
後
に
な
お
残
る
勢
働
の
搾
取
凶
能
性
に
比
例
し
て
白
み
援
医
し
ろ
る

l
iの
正
常
的
制
限
で
あ
る
」
(
貨
幣
地
代
・
一

一
二
凹
頁
)
@

己
白
よ
う
に
、
崩
芽
的
利
潤
は
封
建
地
代
に
よ
っ
亡
規
定
き
れ

τい
る
。
と
は
い
え
、
右
の
引
用
文
は
蹴
芽
的
利
潤
が
封
建
地
代
目
封

玄
者
と
し
て
、
封
建
地
代
の
背
後
に
現
れ
て
く
る
己
と
を
も
一
不
し

τ
い
る
。

と
の
封
立
は
、
生
産
力
の
設
展
に
よ
っ
て
地
主
心
地
代
部
分
と
農
民
心
必
要
弊
働
部
分
の
総
和
を
己
え
る
超
過
分
が
生
じ
た
ば
あ
い

に
、
は
っ
き
り
し
た
形
主
と
る
。
け
だ
し
、
こ
心
起
泊
分
は
農
民
と
地
主
に
よ
っ
て
互
い
に
争
奪
さ
れ
あ
う
か
ら
ど
あ
る
。
そ
れ
が
農

民
心
手
に
掃
す
る
ば
あ
い
に
は
、
茄
子
的
利
調
と
し

τ現
金
し
、
自
立
刷
農
民
生
産
を
設
展
さ
せ
、
封
建
地
代
の
基
礎
を
ほ
り
〈
ず
す

方
向
に
向
う
。
地
主
の
手
に
落
ち
る
た
ら
ば
、
封
建
地
代
に
吸
牧
さ
れ
る
己
と
に
な
り
、
封
建
的
諸
闘
係
の
強
化
を
も
た
ら
す
。
そ
し



τ、
農
民
が
蔚
芽
的
利
潤
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る

D
は
伎
が
土
地
の
事
責
上
白
所
有
者
と
し
て
自
立
的
農
民
生
産
台
行
つ

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
超
過
介
入
宮
地
主
が
封
建
地
代
と
し
て
牧
奪
で
き
る
の
は
波
が
身
分
的
土
地
所
有
に
基
づ
く
経
済
外
的
強
制

士
行
使
で
き
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
同
立
的
農
民
生
産
と
身
介
的
土
地
所
有
と
の
矛
盾
が
「
蔚
芽
的
利
潤
」
と
「
封

建
地
代
」
と
の
封
立
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
封
建
祉
舎
の
基
本
矛
盾
は
「
蔚
芽
的
利
潤
」
と

「
封
建
地
代
」
と
の
封
立
と
し
て
表
現
さ
れ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
ぞ
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

D
己
と
に
よ
っ
て
、
封
建
枇
舎
に

お
け
る
地
主
と
農
民
と
の
封
立
が
、
封
建
世
曾

D
基
本
矛
盾
の
階
級
的
表
現
て
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ω
マ
ル
ク
ス
は
貨
幣
地
代
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
「
乙
の
種
の
地
代
の
基
礎
は
、
解
世
に
向
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
出
磁
賄
を
な

す
生
産
物
地
代
田
ぽ
あ
い
ー
と
同
一
不
時
間
で
あ
る
。
宜
接
的
生
産
者
仕
、
従
燕
ど
布
り
相
続
ま
た
は
そ
の
他
の
博
枕
に
よ
る
土
地
の
占
有
者
で
あ
ワ
て
、

彼
の
こ
の
最
軍
要
生
産
峰
件
の
所
有
者
と
し
て
の
地
主
に
た
い
し
、
係
分
の
強
制
弊
働
、
ず
な
お
ち
辛
債
な
ー
に
錦
さ
れ
る
不
神
間
胃
働
を
、
貨
幣
に

帯
形
さ
れ
た
剰
品
開
生
産
物
白
形
態
で
支
梯
わ
ね
ば
な
b
E
h
r
」
(
宵
幣
地
代
・
一
一
一
二
三
且
)
。

ω
封
建
一
世
舎
に
布
い
て
仕
「
占
有
」
出
日
目
立
は
「
事
賃
上
の
所
有
」
で
あ
る
。

Y

ル
グ
ス
は
「
私
会
」
と
「
問
由
な
私
有
」
と
を
匝
別
ず
る
(
琵
ヰ

論
第
一
部
第
二
回
章
・
青
木
文
庫
謹
①
一
一
五
七
頁
参
照
)
。
「
占
有
」
は
「
私
有
」
町
一
形
態
で
あ
っ
て
、
「
責
納
義
務
あ
5
所
有
」
'
と
し
て
岩
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
「
農
奴
で
さ
え
も
、
自
分
の
家
に
附
属
す
る
零
刺
地
の
所
有
者
貢
納
義
務
あ
る
所
有
者
F
、
と
は
い
主
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な

'
¥
共
同
地
り
共
有
者
で
も
あ
ワ
た
之
い
う
こ
止
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
(
同
上
・
一

O
九
八
頁
注
一
九
一
・
な
お
傍
貼
は
マ
ル
ク
ス
)
。

同
同
資
本
論
第
一
部
第
一
一
章
・
青
木
文
庫
憩
①
五
六

O

一
頁
注
二
四
、
お
よ
び
向
上
・
二
凹
章
②
一

O
九
八
瓦
・
注
一
九
二
参
照
。
な
お
、
小
農

民
極
皆
目
静
倒
地
代
段
階
で
位
極
品
て
制
限
を
う
け
た
形
で
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
生
産
物
地
代
段
階
で
は
工
刀
渡
良
し
た
形
態
を
k
p
、
貨

体
地
代
段
階
で
は
分
解
を
始
め
る
主
宰
え
る
乙
唱
と
が
で
き
、
ょ
う
。
小
農
民
組
皆
の
最
も
正
常
的
た
形
態
は
分
割
地
町
有
で
あ
る
(
分
益
鯉
替
と
農
民

的
分
割
地
所
有
・
一
二
三
ハ
頁
参
照
)
。

封
甚
地
代
主
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
艮

第
七
十
回
程
e

l'、

第
五
盟

;IL 



封
建
地
代
ー
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
整
民

第
七
十
四
巻

ノ、
四

第
五
控

O 

仰

レ

1

一
一
ン
は
こ
れ
を
「
土
地
所
有
白
身
分
位
」

k
言
っ
て
い
る
。
「
『
良
民
唱
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
』
?
と
り
注
目
す
べ
き
表
揖
陣
、
土
地
所
有

白
身
分
性
(
『
わ
が
P

ジ
ア
に
あ
る
す
べ
て
の
法
律
』
)
を
と
わ
そ
う
左
し
て
お
曹
、
最
低
の
身
分
、
農
民
身
分
之
い
ろ
名
そ
の
も
の
を
組
と
そ
官
に

し
よ
う
と
の
ぞ
ん
で
い
る
農
民
自
『
胸
の
そ
と
』
か
与
ほ
左
ば
し

p
で
た
も
の
で
あ
る
」
(
レ
1

エ
ン
『
一
九
O
五

一

1
0
七
年
四
M

シ
ア
第
一

草
命
に
お
け
る
批
官
民
主
濃
の
品
業
綱
領
』
朝
野
勉
課
・
青
木
害
賠
ニ
一
一
五
頁
、
傍
貼
引
用
者
)

Q

切
マ
ル
ク
ス
の
衣
の
言
葉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
こ
れ
(
封
建
農
民
引
用
者
)
を
奴
隷
経
皆
ま
た
は
植
栽
地
組
瞥
か

b
匝
別
づ
け
る
も
自
は
、
奴

誌
は
こ
の
ぼ
あ
い
他
人
の
生
産
帳
件
を
も
円
J

て
勢
働
し
、
自
立
し
て
は
労
働
し
な
い
と
い
う
と
止
で
あ
る
」
(
努
働
地
代
・
一
一
一
回
頁
)
。

紛
た
だ
し
、
か
か
る
「
自
立
的
農
民
生
庫
」
は
村
落
共
同
値
的
組
織
に
よ
ヲ
て
主
え
ら
れ
て
い
る
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ち
な
い
。
と
の
こ
之
は
自
立

的
農
民
生
斉
の
最
も
完
成
せ
る
形
態
で
あ
る
分
割
地
所
有
忙
お
い
て
も
委
嘗
す
一
令
。
す
な
わ
b
、
マ
ル
ク
ス
位
「
共
同
所
有
地
|
|
』
乙
れ
は
ど
こ
で

も
分
割
地
艇
皆
の
第
三
の
荷
足
を
な
す
」
(
分
錠
総
皆
ー
と
農
民
的
分
割
地
所
有
・
一
一
三
大

l
七
頁
)
主
言
づ
て
い
る
。

封

建

吐

舎

に

お

け

る

ブ

Y
ジ

ヨ

ア

的

登

展

の

出

後

詰

前
節
ゼ
、
繭
芽
的
利
潤
が
封
建
地
代
(
封
建
的
諸
閥
係
の
集
約
的
表
現
)
の
封
立
者
と
し
て
予
場
し
て
〈
る
と
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
封
建
吐
舎
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
登
展
を
問
題
と
し
う
る
黙
に
到
達
し
た
の
ぞ
あ
る
。

農
民
の
生
産
力
の
護
展
の
成
某
が
農
民
の
手
に
朋
芽
的
利
潤
を
の

ζ
す
ば
あ
い
に
は
、
農
民
は
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
白
目
立
悦
を
増

大
す
る
こ
と
が
ぞ
き
る
の
は
先
に
見
た
遁
り
で
あ
る
。
己
の
生
芦
力
の
種
展
に
基
づ

d
自
立
性
の
増
大
が
地
代
形
態
推
轄
の
基
底
を
た

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
生
産
物
地
代
に
な
る
と
「
直
接
的
生
産
者
は
、
直
接
的
強
制
の
代
り
に
諸
闘
係
の
カ
に
よ
り
、
腕
の
代
り
に

法
律
的
規
定
に
よ
っ
て
駆
り
た
て
ら
れ
、
自
分
自
身
の
責
任
の
も
と
で
剰
飴
勢
働
を
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
(
生
産
物
地
代
・
二
ニ

O
頁)。



「
直
接
的
生
産
者
は
自
分
白
金
棒
働
時
間
を
多
か
れ
少
か
れ
自
由
陀
鹿
分
す
る
」

務
働
地
代
か

b
生
産
物
地
代
へ
の
推
轄
は
、
自
然
経
済
の
支
配
下
に
お
け
る
、
隷
属
農
民
の
自
立
性
の
最
一
初
の
増
大
と
し
て
の
意
味
を

も
っ
て
い
る
(
レ
I
E

ン
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
致
艮
』
レ
I

ニ
ン
全
集
弟
三
倍
・
犬
月
寄
席
・
一
六
六
頁
参
照
)
。

そ
し
て
、

(
同
上
)
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
農
民
の
自
立
性
の
増
大
を
基
盤
と
し
て
、
農
民
白
手
元
に
残
つ
℃
い
る
蔚
芽
的
利
潤
は
他
人
白
モ
れ
と
の
交
換
に
ゐ
か

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ェ

Y
ゲ
ル
ス
が
、
「
彼
ら
(
農
民
引
用
者
)
が
商
品
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自
分
の
必
要
以
ム
の
、

そ
し
て
ま
た
封
建
的
領
主
に
支
錦
う
べ
き
現
物
税
以
上
の
、
あ
る
剰
鈴
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
己
の
剰
飴
が
一
耽
曾
的
交
換
に
な
げ
い
れ
ら
れ
、
買
り
に
だ
さ
れ
て
、
商
品
に
た
ワ
た
の
ぞ
あ
る
。
」

(『反
F
A
I
P
ン
グ
論
』

マ

ヌル

エ
ン
選
捧
・
大
月
菩
厄
・
四
六
=
一
一
且
)
と
書
い
て
い
る
ご
と
く
、
農
民
の
商
品
生
産
は
周
一
牙
的
利
潤
と
し
て
現
品
謝
し
た
鈴
剰
生
産
物
の
商
品

化
か

b
尚
登
す
る
。
己
己
に
農
民
的
商
品
経
済
成
主
の
端
緒
が
あ
る
。
闘
芽
的
利
樹
か

b
防
護
し
た
農
民
的
商
品
経
済
は
、
生
産
力
の

護
展
に
基
づ
く
祉
曾
的
分
業
の
展
開
に
よ
っ
て
、
漸
女
讃
大
し
て
ゆ
く
。
農
民
の
飴
剰
生
産
物
の
商
品
化
は
市
場
同
嘗
て
白
生
産
へ
と

登
展
す
る
。
彼
は
小
商
品
生
産
者
と
な
り
、
小
器
業
者
と
な
る
。
商
品
経
済
の
こ
の
よ
う
た
進
展
が
現
物
地
代
の
貨
幣
地
代
へ
の
推
轄

の
前
提
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
貨
幣
地
代
の
成
主
は
農
民
的
商
品
経
済
の
展
開
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。

そ
の
は
あ
い
、
貨
幣
地
代
の
園
民
的
な
規
模
て
の
成
立
は
「
諸
住
産
物
の
市
場
債
格
を
、
お
よ
び
、
諸
生
産
物
が
多
か
れ
少
か
れ
ほ

ぼ
債
値
ど
お
り
に
貰
ら
れ
る
こ
と
を
|
|
従
来
の
諸
形
態
の
も
と
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
必
要
て
な
い
|
|
前
提
と
す
る
」

貨

幣
地
代
・
一
一
二
三
頁
)
。

ま
た
、
貨
幣
地
代
白
成
立
と
と
も
に
、
直
接
的
生
産
者
の
「
生
産
物
の
一
部
分
は
い
ま
や
商
品
に
惇
形

i
ー

商
品
と
し
て
生
産
ー
ー
さ
れ
ね
ば
な

b
ぬ
。
だ
か
ら
金
生
産
様
式
心
性
格
が
多
か
れ
少
か
れ
挺
化
さ
れ
る
。
会
生
産
様
式
が
、
枇
曾
的

関
連
か
ら
の
調
立
性
・
離
枕
性
士
夫
、
っ
。
生
産
申
F
A
l
l乙
れ
に
は
今
や
多
か
れ
少
か
れ
貨
倣
山
支
出
が
入
り
こ
む
ー
ー
の
闘
係
が
決
定
的

封
建
地
代
ど
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
費
岡
山

第
七
十
四
巻

i¥ 
五

第
五
鵠



封
建
地
代
k
プ
ル
♂
ョ
ア
的
登
艮

第
七
十
四
血
管

一
八
六

帯
主
按

債
値
法
則
が
貫
徹
し
、
新
し
い
再
生
産
機
構
が
形
成
さ
れ
は
じ
ゆ
る
。
農
民
心
自
立
性
は
孤
立
性
に

ま
で
裂
民
ず
る
c

農
民
た
ち
は
他
人
か
ら
濁
立
し
て
経
瞥
を
皆
与
、
一
人
一
人
が
個
々
別
々
に
「
市
場
」
と
の
関
係
に
入
る
よ
う
に
な

と
な
る
L

(
同
上
)
。
す
な
わ
ち
、

る
(
レ

T
=
ν

『
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
で
』
レ
1

一
一
ン
全
集
第
一
巻
・
大
月
寄
居
・
二
一
O

一
頁
曇
照
)
。
農
民
的
商
品
経
済
は
、

こ
の
主

う
に
し
て
、
強
度
し
、
こ
う
い
う
形
を
と
づ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
裂
展
を
押
し
進
め
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
て
、
蔚
芽
的
利
潤
を
基
鮪
と
す
る
こ
白
ょ
う
た
商
品
経
済
白
展
開

u
債
償
法
則
の
貫
徹
は
、
封
建
的
経
済
構
遣
を
根
底
か
ら

ほ
り
く
ず
す
も
心
て
あ
る
だ
け
に
、
た
え
ず
封
建
領
主
の
経
済
外
的
強
制
に
よ
っ
て
抑
座
さ
れ
、
制
限
さ
れ
る
。
領
主
は
経
済
外
的
強

制
に
よ
っ
て
地
代
水
準
を
高
め
、
茄
芽
的
利
潤
を
自
己
に
吸
牧
し
、
農
民
の
ブ
ル
ジ
ョ
プ
耐
強
展
を
否
定
し
上
う
と
す
る
。
そ
れ
の
与

J

し
は
な
い
。
領
主
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
生
産
物
地
代
の
商
品
化
に
基
づ
く
商
品
経
済
を
展
開
し
、
農
民
的
商
品
経
済
に
領
主
的
商
品
経

怖
を
封
抗
せ
し
め
、
時

K
は
農
民
の
隷
層
化
を
強
め
て
賦
役
弊
働
に
基
づ
く
領
主
直
欝
心
強
化
な
い
し
は
そ
れ
へ
の
逆
特
白
道
を
歩
む
。

こ
こ
に
商
品
経
済
の
進
展
に
動
け
る
二
つ
の
型
白
樹
立
が
み
ら
れ
る
白
て
あ
る
が
、
農
民
が
自
己
の
商
品
経
済
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
彼
は
、
そ
れ
白
展
開
を
妨
げ
て
い
る
諸
制
限

n
封
建
的
諸
関
係
ー
ー
と
く
に
経
済
外
的
強
制
ー
ー
に
、
倶
値
法
則
が

貫
徹
し

τゆ
く
た
め
の
諸
侠
ー
件
目
「
経
済
的
自
由
」

を
封
抗
せ
し
め
ね
ば
な

b
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
蔚
芽
的
利
潤
か
ら
出
登
す
る

農
民
的
商
品
経
済
は
、

「
経
済
的
自
由
」
の
寅
現
を
要
求
す
る
民
の
プ
ル
詰
ョ
ナ
的
登
展
と
し
て
、
封
建
的
諸
関
係
を
排
除
し
つ
つ
、

成
長
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
。

雨
脚
芽
的
利
潤
は
商
品
経
済
展
開
へ
の
展
望
を
輿
え
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
萌
芽
的
利
潤
は
す
べ
て
の
農
民
に
一
様
に
生
ず
る
と
は
限

ら
な
い
の
で
あ
る
。
己
の
己
と
は
、
地
代
形
態
が
護
展
し
、
農
民
の
白
立
性
が
増
大
す
る
に
し
た
が
っ
て
は
っ
き
り
と
現
わ
れ

τく
る
。

生
産
物
地
代
段
階
て
は
弊
働
地
代
段
階
に
比
ベ
て
、
農
民
が
肋
芽
的
利
潤
を
獲
得
す
る
よ
り
大
き
な
可
能
性
が
奥
え
ら
れ
て
い
る
。
「
そ



れ
と
同
様
に
、

己
の
地
代
形
態
と
と
も
に
、
個
々
の
直
接
的
生
産
者
た
ち
の
経
済
欣
態
に
治
け
る
従
来
よ
り
も
大
き
た
直
別
が
生
ず
る

で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
そ
う
し
た
可
能
性
が
、
そ
し
て
と
の
直
接
的
生
産
者
が
み
ず
か

b
再
び
他
人
の
勢
働
を
直
接
的
に
搾
取
す
る
手

設
を
獲
得
じ
た
と
い
う
可
能
性
が
、
定
在
す
る
」
(
生
産
物
地
代
・
二
一
二
頁
)
。
己
の

Z
う
な

か
b
商
品
経
済
へ
の
漫
展
と
と
も
に
明
確
と
な
っ
て
く
る
。
レ
l
-一
ン
は
言
っ
て
い
る
、
「
こ
う
し
て
、
ま
だ
現
物
経
済
が
支
配
し

τ

い
る
と
き
て
も
、
隷
属
農
民
白
目
立
性
が
披
大
し
は
じ
め
る
と
、
は
や
〈
も
彼
ら
の
分
解
の
筋
芽
が
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

「
農
民
厨
の
階
暦
分
化
」

は
自
仲
間
経
済

前
芽
が
登
展
し
う
る
の
は
、
た
だ
つ
ぎ
白
よ
う
な
地
代
の
形
態
の
も
と
で
、
す
な
わ
ち
現
物
地
代
の
形
態
白
単
な
る
礎
化
で
あ
る
貨
幣
地

代
白
も
と
だ
け
で
あ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
、

「
現
物
地
代
の
貨
幣
地
代
へ
の
蒋
形
は
、
さ

b
に
、
無
一
物
て
あ
づ
て
貨
幣
て
雇
わ
れ
る

日
雇
時
働
者
階
級
白
形
成
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
同
伴
さ
れ
る
ば
か
り
で
た
く
先
行
さ
れ
さ
え
も
す
る
。
だ
か

b
、
こ
の
新
た
た
階
級

が
ま
だ
散
在
的
に
登
場
す
る
に
す
ぎ
ぬ
そ
の
成
立
期
D
聞
に
、
よ
り
よ
H
地
位
に
あ
る
地
代
文
梯
義
務
を
負
う
農
民
た
ち
の
も
と
で
は
、

-Fi--自
己
白
計
算
て
農
業
的
賃
弊
働
者
士
搾
取
す
る
習
慣
が
必
然
的
に
護
展
し
た
」
(
貨
幣
地
代
・
二
二
五
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
し
℃
、

「
農
民
居
の
分
解
」
が
決
定
的
に
な
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
静
働
力
が
商
品
化
さ
れ
て

4
品。

こ
の
よ
う
に
じ
て
展
開
さ
れ
て
く
る
「
商
品
経
済
」
と
「
農
民
屠
の
分
解
」
こ
そ
、
圏
内
市
場
形
成
の
基
本
的
契
機
で
あ
り
、
し
た

が
ワ
て
資
本
制
経
済
成
玄
白
基
礎
保
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
商
品
経
済
」
に
せ
よ
、

「
農
民
厨
の
分

解
」
に
せ
よ
、
そ
れ

b
が
何
b
か
問
題
と
た
る
ば
る
い
に
、
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
要
因
と
し
て
「
蔚
芽
的
利
潤
」
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な

ち
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
萌
芽
的
利
潤
」
は
、

「
経
済
的
自
由
」
を
賓
現
し
、
封
建
地
代
の
基
礎
を
ほ
り
く
ず
ナ
ブ
ル
ジ
ョ

7
的
殻
展
の
一
初
登
的
起
動
力
て
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

貨
幣
地
代
が
確
玄
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
こ
て
生
ず
る
萌
芽
的
利
潤
は
よ
り
積
極
的
社
役
割
を
演
ず
る
。
こ
の
段
階
て
は
、
地
代
は

封
連
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
褒
展

第
七
十
四
巻

一
八
七

第
五
披



封
建
地
代
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
登
艮

第
七
十
四
巻

j、
J、
第
五
按

凹

一
定
白
貨
幣
主
と
し
て
回
定
さ
れ
る
傾
向
が
騒
く
、
さ
ら
に
、
貨
幣
債
値
白
下
落
に
よ
っ
て
地
代
率
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め

に
、
萌
芽
的
利
潤
生
成
白
可
能
性
は
以
一
前
の
諸
形
態
よ
り
も
大
き
く
た
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
て
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
商
芽

的
利
潤
は
貨
幣
形
態
て
蓄
積
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
己
乙
に
治
い
て
、

「
人
民
的
官
」
〈
色
宮
百
戸
。
z
d
E
の
形
成
が
可
能
と
た
り
、

モ
れ
と
と
も
に
、
封
建
地
代
範
障
止
揚
の
保
件
が
興

i
bれ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
地
代
の
も
と
に
お
け
る
悶
芽
的
利
潤

の
生
成
は
封
建
地
代
範
障
の
止
揚
を
可
能
に
す
る
。
貸
幣
地
代
が
封
建
地
代
の
解
謄
白
形
態
て
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な

意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

封
建
地
代
範
鴫
白
止
揚
に
よ
っ
て
、
封
建
的
諮
問
係
は
う
ち
く
だ
か
れ
、

に
お
い
て
、
資
本
閥
係
が
形
成
吉
れ
て
ゆ
く
わ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
過
程
の
分
析
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
問
題
と
さ
れ
ね
ば
左
ら
な

己
の
温
程
に
結
果
し
て
ゆ
〈
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
登
展
の
最
初
の
出
殻
射
の
解
明
で
あ
る
。

「
経
済
的
主
白
」
が
寅
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
己
の
過
程

い
で
あ
ろ
う
。
木
稿
は
、

別

レ

1
3
y

『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
安
本
主
義
の
愛
畏
』
レ
1

一一V
J

金
算
第
三
一
巻
・
大
月
害
賠
・
一
六
六
七
頁
。
な
お
、
レ
1
=
ン
が
「
資
本
制
凱

代
田
設
立
見
」
の
章
か
ら
え
た
最
も
重
要
な
思
想
は
「
農
民
居
の
分
解
」
之
い
ら
と
と
で
あ
っ
た
a

レ
1
G
ン
世
言
っ
て
い
る
、
「
農
業
資
本
主
輯

の
成
立
過
程
の
純
南
論
的
な
分
析
が
小
生
産
者
の
分
解
を
と
の
温
程
の
重
要
な
畏
困
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
と
止
は
、
き
わ
め
て
教
訓
的
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
愈
頭
に
お
い
て
い
る
の
位
、
安
本
論
第
三
者
の
も
つ
唱
と
も
興
味
ぶ
か
い
章
の
一
つ
、
第
四
中
ぃ
章
『
資
庫
主
義
地
代
の
費
生
且
』
の
と
去

で
あ
る
」
(
同
上
・
一
六
六
頁
)
と
。
な
お
、

ν
1
品

Y
7
M
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
・
資
本
論
青
木
文
庫
課
①
五
三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

レ
1
a
シ
『
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
』
、
同
『
ロ
シ
ア
に
和
け
る
資
本
主
義
の
費
展
』
を
参
照
。

(3) 

〔
一
九
五
四
年
四
月
三

O
H〕




